
第３回 井原市立小・中学校のあり方検討委員会 要項 

日 時  令和８年５月２２日（金）１４：００～ 

                 場 所  井原市役所４階 大会議室  

１ 開  会 

 

 

２ 審  議 

 （１）保護者・児童生徒アンケートの結果について 

   ・感想、気づきの共有 

（２）市民アンケートの実施について 

  ・目的、構成、スケジュール 

（３）その他 

 

 

３ そ の 他  

 （１）第４回検討委員会について 

   ・令和８年８月開催予定（日付未定） 

 

４ 閉  会   
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井原市立小・中学校のあり方について、市民の皆さまのお考えをお聞かせください！ 

～ 市民アンケート実施のお知らせ ～ 

 

本市はこれまで、小規模校においては少人数のメリットを生かした教育活動に取り組んできました。しかし、少子

化による児童生徒数の減少に伴い、今後、そのメリットよりも課題が上回っていくことが予想されることから、「井原

市立小・中学校のあり方検討委員会」を立ち上げ、学校再編を検討しています。 

令和８年２月、小・中学校のあり方について、保護者・児童生徒の皆さまへのアンケート調査を実施しました。 

今回、広く市民の皆さまのお考えをいただくため、アンケートを実施します。回答にあたりましては、保護者・児童

生徒アンケートの結果をご覧いただいた上でご回答くださいますようお願いいたします。 

 

〇保護者アンケートについて 

対象者：未就学児・小学生・中学生の保護者 

回答数（率）：1,869件（66.8％） 

《主な回答》 

【問７】学校再編についてどう思いますか 

 

〇児童生徒アンケートについて 

対象者：小学校３～６年生・中学校１～３年生 

回答数（率）：1,620件（92.6％） 

《主な回答》 

【問６】あなたの学校がほかの学校と一緒になることを 

どう思いますか（３つまで選択） 

 

回答件数上位３位 

１位 クラスの人数が多いとにぎやかで楽しそう（846件） 

２位 遠くの学校へ通うことになったらいやだ（658件） 

３位 新しい友達を作る練習になりそう（621件） 

 

※井原市ホームページには、保護者・児童生徒アンケートの詳細のほか、検討委員会の資料や会議録も掲載して

います。ぜひご覧ください。 

このアンケートは、インターネットでご回答ください。 

※回答内容は統計的に処理し、目的外の使用は一切ありません。 

※紙による回答をご希望の場合は、学校教育課にて回答用紙を配付いたします。 

※回答は１人１回のみお願いいたします。複数回の回答はご遠慮ください。 

※すでに保護者アンケートで回答した方は、今回改めての回答はご遠慮ください。 

 

＜回答方法＞ 

右の二次元コードを読み取り、回答ページへアクセス後、回答してください。 

◆回答期限：令和８年７月１０日（金）まで◆ 

 

お問い合わせ先 学校教育課（62-9532） 

二次元コード 

広報いばら６月号 原稿（案） 
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小中学校のあり方に関する市民アンケート　質問項目（案）

【備考】 ・市民向けのアンケート

・広報媒体は広報いばら６月号、お知らせくん、メール配信、LINE配信

・質問内容は、保護者アンケートと比較できるようにするため、

　保護者向け質問項目をベースに作成した。

・保護者及び児童生徒アンケートの結果を紹介し、市民の意見を伺う構成にしている。

属性 問１

・ 高屋

・ 大江

（中略）

・ 芳井

・ 美星

属性 問２

・ ２９歳以下

・ ３０歳代

（中略）

・ ６０歳代

・ ７０歳以上

規模 問３

・ 複式学級（複数の学年を１つの学級に編制した学級のこと）

・ １学級

・ ２学級

・ ３学級

・ ４学級以上

・ わからない

規模 問４

・ １０人以下

・ １１人～２０人

・ ２１人～３０人

・ ３１人以上

・ わからない

規模 問５

・ 複式学級（複数の学年を１つの学級に編制した学級のこと）

・ １学級

・ ２学級

・ ３学級

・ ４学級以上

・ わからない

規模 問６

・ １０人以下

・ １１人～２０人

・ ２１人～３０人

・ ３１人以上

・ わからない

お住まいの地区はどこですか。（１つ選択）

あなたの年齢は何歳ですか。（１つ選択）

中学校の望ましい１学年あたりの学級（クラス）数についての質問で、保護者アンケートでは「２学級」が最多でした。
あなたは、中学校の１学年あたりの学級（クラス）数はどの程度が望ましいと思いますか。（１つ選択）

中学校の望ましい１学級（クラス）あたりの人数についての質問で、保護者・児童生徒アンケートではともに「２１人～３０
人」が最多でした。
あなたは、中学校の１学級（クラス）あたりの人数はどの程度が望ましいと思いますか。（１つ選択）

小学校の望ましい１学年あたりの学級（クラス）数についての質問で、保護者アンケートでは「２学級」が最多でした。
あなたは、小学校の１学年あたりの学級（クラス）数はどの程度が望ましいと思いますか。（１つ選択）

小学校の望ましい１学級（クラス）あたりの人数についての質問で、保護者・児童生徒アンケートではともに「２１人～３０
人」が最多でした。
あなたは、小学校の１学級（クラス）あたりの人数はどの程度が望ましいと思いますか。（１つ選択）
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再編 問７

・ 学校再編を進めるべき

・ どちらかと言えば、学校再編をした方がよい

・ どちらかと言えば、学校再編はしない方がよい

・ 学校再編は進めるべきではない

・ わからない

再編 問8-1

・ 多様な考えや価値観に触れ、学び合い、大きな集団の中で切磋琢磨し合える環境になる

・ 幅広い人間関係の中で子どもたちの表現力やコミュニケーション能力、協調性、

たくましさなどを育成できる

・ 子どもの友達が増え、人間関係が広がる

・ 運動会や合唱などの学校行事等、集団での活動の幅が広がる

・ 習熟度別学習やグループ学習など、子どもにあった多様な学習形態により学習効果が向上する

・ 教育の専門性向上が望める（免許外教科担任制度による指導の解消、専門家による外国語教育やICT教育など）

・ PTA活動等において、保護者１人あたりの負担が軽減される

・ 少子化のためやむを得ない

・ その他（自由記述）

再編 問8-2

・ 子どもたちに教員の目が行き届きにくくなる

・ 家から学校までの距離や通学時間が増える

・ 発表など、個々の活躍の機会が減る

・ 異なる学年との交流の機会が減る

・ 新たな人間関係により子どもの心理的負担が増える

・ 教材・教具や運動場・体育館・特別教室などの施設を余裕をもって使えなくなる

・ 体験的な学習や校外学習を機動的に行いにくくなる

・ 地域の衰退につながる

・ その他（自由記述）

再編 問９

・ 子どもにとっての環境変化への対応

（人間関係づくり、心身の負担軽減、いじめの未然防止や不登校の予防）

・ 一人の子どもが複数回の再編を経験しないようにする

・ 一定規模の集団が確保できるようにする

・ 通学（時間・距離・方法）と安全確保に関する対応

・ 学校施設・設備の整備・充実

・ 保護者・地域住民への十分な説明と協議

・ 通学区域の弾力的運用

・ 地域の拠点機能の継承（防災、文化・スポーツ活動、地域交流など）

・ 学校再編で学校が空き施設になった場合の有効活用策

・ 放課後児童クラブの利用者への配慮

・ その他（自由記述）

再編 問１０

【分岐】学校再編をした方がよい理由として、保護者アンケートでは、「幅広い人間関係の中で子どもたちの表現力やコ
ミュニケーション能力、協調性、たくましさなどを育成できる」が最多、「多様な考えや価値観に触れ、学び合い、大きな
集団の中で切磋琢磨し合える環境になる」が次点でした。
「学校再編を進めるべき」、または「どちらかと言えば、学校再編をした方がよい」を選択した理由として、あなたの考え
に近い選択肢を選んでください。（３つまで選択）

【分岐】学校再編をしない方がよい理由として、保護者アンケートでは、「家から学校までの距離や通学時間が増える」
が最多、「子どもたちに教員の目が行き届きにくくなる」が次点でした。
「どちらかと言えば、学校再編はしない方がよい」、または「学校再編は進めるべきではない」を選択した理由として、あ
なたの考えに近い選択肢を選んでください。（３つまで選択）

学校再編を検討するにあたり特に配慮すべきことについての質問で、保護者アンケートでは、「子どもにとっての環境変
化への対応」が最多、「通学（時間・距離・方法）と安全確保に関する対応」が次点でした。
あなたは、学校再編を検討するにあたり、特にどのような点に配慮が必要だと思いますか。（３つまで選択）

井原市における小・中学校の再編についてご意見がありましたら、ご自由にお書きください。（自由記述）

学校再編についての質問で、保護者アンケートでは全体で「進めるべき」が５３％、「進めるべきではない」が２０％、「わ
からない」が２７％でした。
あなたは、井原市における一定以上の学校規模を確保するための小・中学校の再編について、どのように思いますか。
（１つ選択）
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